
（令和5年3月27日）
茨城県内で申請できるのは、 県内に住民登録（住民票）のある方です。

18、
、 、

、 、

、

1 0 年旅券（18歳以上）
5年旅券　（12歳以上）
5年旅券　（12歳未満）
残存有効期間同一旅券

（年齢は 5ページ参照） ※に該当する場合

22 ,0 00円
17,0 00円
12,0 00円

18,0 00円
13,0 00円
8,0 00円

4,0 00円
4,0 00円
4,0 00円

（提出の日前６ヶ月以内に作成されたもの）

（提出の日前６ヶ月以内に撮影したもの）

（提出の日前６ヶ月以内に作成されたもの）

　　　 （用紙は各窓口にあります。又は、外務省ホームページ
「パスポート申請書ダウンロード」よりダウンロードできます。）

※旅券は発行日から６ヶ月以内に受領しないと失効しますのでご注意ください。なお、受領されずに失効した場合、失効後５年以内に新たな
　旅券を申請する際の手数料が通常より高くなります。

居所での申請が認められる方は、住民票と居所が確認できる書
類が必要です。また、本人申請となります。

　、

（戸籍抄本は不可）

〇申請 ·受領は住民登録のある市町村の窓口です。県や他の市町村での申請・受領はできません。

申請受付・交付時間、取扱い窓口については、各市町村にお問い合わせください。
※県内に住民登録はないが、単身赴任や学生等で県内に居住している方で、居住地を確認できる場合には、お住まいの市町村で
　申請・受領(居所申請)ができる場合がありますので、各窓口にお問い合わせください。

〇パスポートの受領は、申請日から数えて８日目以降です（土・日曜、祝・休日、年末年始の閉庁日は日数に含めません）。

〇海外への渡航が決まったら、渡航先国への入国に必要な残存有効期間等をご確認のうえ、必要な場合お早めに申請してください。
　また、各国の駐日大使館等での査証（ビザ）等申請・受領には一定の日数が必要ですので、ご注意ください。
　　※入国に必要な残存有効期間の日数や査証の手続き等については、渡航先国の駐日大使館にお問い合わせください。

有効期間内に新しい旅券に切り替える方で、前回旅券から氏名、
本籍の都道府県名に変更がない場合は、戸籍謄本の提出を省略
できます。
同一戸籍内の2名以上の方が同時に申請する場合は、戸籍謄本
を1通提出とすることができます。

旅券の残存有効期間が1年未満となったとき、旅券の査証欄に
余白がなくなったとき、追記欄に記載事項の訂正がタイプ印字さ
れた旅券の切替申請を希望するときには、新規申請をすることが
できます。これらの場合、残存期間は切り捨てとなります。

新規申請又は残存有効期間同一旅券の申請が必要です。新規申
請の場合、残存期間は切り捨てとなります。
残存有効期間同一旅券は、その有効期間満了日が持参（返納）し
ていただく有効旅券の有効期間満了日と同一となる旅券です。

有効期間が残っている場合は、有効な旅券を持参しないと申請で
きません。新しい旅券を受領する際に、返納していただきます。
有効な旅券を紛失した場合は、窓口までお問い合わせください。
前回の旅券は失効している場合でも申請時にお持ちください。
失効している旅券を紛失した場合はその旨お申し出ください。
※前回旅券は失効処理をして返却します。

茨城県内に住民登録のある方は、原則として、住民票の提出は
不要です。
ただし、住民票を異動した当日等の申請の場合で住民基本台帳
ネットワークシステムによる確認ができないときには住民票の
提出が必要です。

旅券の査証欄に余白がなくなったときは、残存有効期間同一旅
券の申請をすることもできます。

旅券の受領は、年齢に関わりなく、必ず本人がおいでください。
なお、受領の際は、①申請時にお渡しした旅券引換書（受理票） ②所定の手数料 （収入印紙と茨城県収入証紙） ③申請時に有効な旅券
を持参した方は当該旅券をお持ちください。

　、

査証欄に余白
が な い と き

（注３及び４参照）
残存有効期間同一旅券新 規 申 請

申請



提出の日前6ヶ月以内に撮影されたもの

「所持人自署」欄
申請者が海外で使用する
署名（サイン）です。
・常にお使いになる字体で申請者
本人が日本字かローマ字（筆記体
等）で署名してください。
・児童等でひらがなで自分の名前
が書ける場合は、本人が署名し
てください。
・乳幼児等署名の困難な方は次の
順位で代筆してください。
１.   法定代理人　２.   配偶者
３.   渡航同伴者
（この場合枠下部に名前・関係を
記入してください。ローマ字で
記入するときは筆記体ではなく
活字体で記入してください。）

旅券を見て正確に記
入してください。

戸籍の記載どおり
氏名を正確に記入
してください。

戸籍の記載どおり　
本籍をすべて記入
してください。

住民票の住所を県名
から記入してください。

勤務先等昼間連絡で
きるところを記入し
てください。

親族等の住所・氏名
及び関係を記入して
ください。

該当する方に　を記入
してください。

よくお読みのうえ、
該当する方に　を記
入してください。
「ある」 に該当する場
合は、 申請する前に
申し出てください。

未定の方は未定と記入して
ください。

表面のヘボン式ローマ字
と異なる表記や旧姓等の
併記を希望する場合に記入
してください。
（事前に窓口にお問い合わせ
ください。）

申請者が未成年者等の場
合は、法定代理人（親権
者、後見人）の署名が必
要です。
法定代理人が遠隔地に
いて署名困難な場合には、同
意書及びその同意書送付に
使用された封筒を添付して
ください。

申請者が引受人
（代理提出者）の氏
名・住所と関係等
すべてを記入して
ください。

引受人（代理提出
者）が連絡先等す
べてを記入してく
ださい。

例（1）母親が幼児の代筆をする場合

例（2）付添人が代筆する場合

例（3）児童等がひらがなで書く場合

署名としてよくない例
１　はみだしているもの

２　インクが薄かったり
　　かすれていたり、二度書
　　きしたなぞったもの

JAN
FEB
MAR
APR
MAY
JUN
JUL
AUG
SEP
OCT
NOV
DEC

表 記

０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
１０
１１
１２

月

代理で提出する
場合は、この欄も
記入してください。

この欄は、必ず

申請者ご本人が

記入してください

記入しないでください

記入しないでください

刑罰等関係欄に該当する場合を除いて記入は不要です

記入しないでください

※耳の横の余白は 2㎜以上

　無背景（無地の淡い色、均ーかつグラデーション不可）で顔（目もと、輪郭)がはっきりと写っている 
　もの。平常の容貌。白黒写真可。
■顔の寸法は、頭頂から顎まで。頭髪のボリュームが大きい場合には、「両目の中心から頭頂までの距
　離」は「両目の中心から顎までの距離」と等しいとみなしてトリミングしてください。
■目の周辺に、髪の毛、眼鏡、つけまつげ、まつげエクステ等の一部やその影が入ってこないよう
　にしてください。
■写真裏面の下部に、表に文字が浮かび出ないように軽い筆圧で氏名を記入して、貼らずにお持
　ちください。
■外務省ホームページの「パスポート申請用写真の規格」及び「旅券用提出写真についてのお知らせ」
　をご参照ください。（アドレスは6ページ参照）

・顔の一部（目や顔の輪郭など）が頭髪やヘアバンド、衣服などで隠れているもの
・顔が左右に傾いているもの、顔が横向きのもの、顔の位置が片寄っているもの
・背景が柄模様や色の濃いもの、背景に異物が写り込んでいるもの
・頭や髪、服装等と背景の境界が不明瞭なもの
・カラーコンタクトレンズや瞳のフチを広げるコンタクトを使用しているもの
・意図的にフラッシュやライトの形状が瞳に写り込んだもの
・フラッシュなどにより瞳が赤くなったもの
・色付きの眼鏡やサングラス、眼鏡のフレームや照明の反射が目にかかっているもの
・顔や背景に影のあるもの
・ピンぼけや手ぶれにより不鮮明なもの、てかりやムラがあるもの
・画像加工や画像処理をしてあるもの（美白処理やホクロ修正、背景加工、左右反転など）
・ノイズ（画像の乱れ）が発生しているもの、ジャギー（階段状のギザギザ模様）や印刷時のドッ
ト（網状の点）、インクのにじみがあるもの
・そのほか適当でないと判断されるもの

◯旅券写真について
・旅券は海外において唯一の身分証明書であり、旅券用
　写真は本人確認を行う上で非常に重要です。
　そのため、所持人の特徴を変えたり、隠したりするものを
　装着した写真は不適切です。
　詳しくは窓口にお問い合わせください。
○メガネの着用について
・メガネを着用した写真は、フレームや照明の反射が目に
　かかっているために撮り直しをお願いすることが多いので
　ご注意ください。
・より確実な本人確認のため、メガネを外した顔写真を推
　奨します。
○乳幼児の撮影について
・補助者の身体の一部が写り込んでいる場合や目を閉じて
　いる場合は不適当です。座れない場合は、無地で淡い色
　のシーツなどに寝かせて真上から撮影した写真でも問題
　ありません。

※家族の姓の表記が異なると海外で同一家族と扱われない場合があるのでご注意ください。
※ヘボン式ローマ字以外の表記を希望される方は、表記を確認できる書類が必要な場合もありますので、事前に窓口にお
　問い合わせください。
　（例）鈴木さんがJAMESさんと結婚し、戸籍を｢ジェームズ｣とした場合　　JIEMUZU→JAMES
※旧姓、別姓又は別名(外国籍の配偶者の姓等)の併記を希望される方は、旧姓、別姓又は別名が確認できる書類が必要に
　なります。状況によって必要書類が異なりますので、事前に窓口にお問い合わせください。
　（例）鈴木さんがJAMESさんと結婚し、戸籍は｢鈴木｣のままの場合　　SUZUKI（JAMES）
　姓又は名の後に、括弧書きで旧姓、別姓又は別名を併記します。ただし、ICチップのデータには入りません。
※旅券と航空券等の氏名表記が1 字でも違っている場合には航空機等への搭乗ができないので、ご注意ください。
※一度旅券の発給を受けると旅券面記載のローマ字氏名表記は外務大臣が特に必要と認める場合を除き変更できません。

■「旅券に表示された人物」と｢旅券を所持している人物｣が同一人物であると容易に確認できるもの

■申請者のみが撮影されたもので、左図の規格（単位　mm)を満たしており、縁なし、正面向き、無帽、

申請書は機械で読み取りますので、次のことに注意してください。
〇申請書は、10年用、5年用と残存有効期間同一旅券用があります(記入例は5年用のものです)。
〇申請書を折ったり、汚したりしないでください。
〇黒又は青の濃いインクで、所定の枠内に正確に記入してください。
　※インクの色の薄いものや字の消えるものは不可
〇｢所持人自署｣欄を除き、かい書体で記入してください。
〇記入ミスした場合は、二本線で消して訂正してください。
   ｢所持人自署｣欄の訂正はできませんので、別の申請書にすべて書き直してください。

■ローマ字表記は、ヘボン式ローマ字が原則です。
＜ヘボン式ローマ字の一覧表＞

、

、 、 、 、 、



※乳幼児、小学生の場合は、健康保険証＋母子手帳でも可能です。

※写真付き住民基本台帳カードはその有効期間が満了するか、新しく個人番号カードの交付を受けるまで従来どおり
　「１つの書類で本人を確認できるもの」として取り扱います。

※別途記載のない限り、有効期間のある書類については当該有効期間中であるものに限ります。
※写真付きでない住民基本台帳カード及び個人番号通知カードは、申請者本人を確認できる書類には該当しませんので、　
　ご注意ください。

次の書類を提示してください。 （現に有効なもの。コピーは不可。）提示できない場合には事前に窓口にお問い合わせください。

次のうち写真が貼ってあり、上記①の書類と組み合わせて本人と確認できるもの
学生証、会社の身分証明書、公の機関が発行した資格証明書、失効した日本国旅券、身体障害者手帳(顔等が確認できるもの)

多くの方の申請書を代理で提出する場合は事前に窓口への連絡をお願いします。

令和5年3月27日以降に旅券を申請したものの発行後6ヶ月以内に受領せず、当該旅券が失効した場合は、失効後5年以内に新
たな旅券の申請をする際の手数料が通常より高くなりますので、ご留意ください。

申請のたびに旅券番号は変わります。
受領の際に記載事項等に間違いがないか確認していただいたうえで旅券番号は確定するので、事前にお知らせすることはできません。

旅券番号

健康保険証、国民健康保険証、共済組合員証、船員保険の被保険者証、国民年金証書(手帳)、基礎年金番号通知書、厚生年
金証書(手帳)、船員保険年金証書 (手帳)、共済年金証書、恩給証書、印鑑登録証明書(提出の日前6ヶ月以内に作成されたも
の)＋実印(住民票の写しにより同一世帯の家族であることが立証された場合には世帯主のものでも可)、 介護保険被保険者証、
後期高齢者医療被保険者証、中国残留邦人等支援給付の本人確認証

日本国旅券(失効後6ヶ月以内のものを含む)、運転免許証、個人番号カード、船員手帳、小型船舶操縦免許証、海技免状、宅地
建物取引士証、電気工事士免状、無線従事者免許証、猟銃・空気銃所持許可証、戦傷病者手帳、認定電気工事従事者認定証、特種電気
工事資格者認定証、耐空検査員の証、航空従事者技能証明書、運航管理者技能検定合格証明書、動力車操縦者運転免許証、写真付き身
体障害者手帳(写真貼替え防止がなされているもの)、教習資格認定証(猟銃)、合格証明書(警備員)、官公庁(独立行政法人、特殊法人及び
官公庁の共済組合を含む)の職員身分証明書(写真が貼ってあるもの)、運転経歴証明書(交付年月日が平成24年4月１日以降のもの)

①と②
①と①
②

①

②

②

■未成年者及び成年被後見人が申請する場合

■申請者が指定した代理人（引受人）が申請書類を提出する場合

■令和５年３月２７日以降に旅券を申請して受領しなかった場合

1 ページに記載された書類のほかに必要な書類があります。事前に窓口までお問い合わせください。
■有効旅券を紛失・損傷された方、居所申請の方、一時帰国者等の場合

申請書の｢刑罰等関係｣欄に該当する方は、外務省の審査が必要となりますので、茨城県旅券室までお問い合わせください。
この場合、審査には1～2ヶ月程度を要し、また、審査の結果旅券が発給されない場合もありますので、ご注意ください。

■ 「刑罰等関係」欄に該当する場合

申請者本人を確認できる書類として｢印鑑登録証明書｣(提出の日前6ヶ月以内に作成されたもの)を提出される場合は｢登録印｣(実印)も
必要となりますので、申請の際にお持ちください。

■印鑑は原則不要

申請日における年齢は、｢年齢計算ニ関スル法律｣に基づき、誕生日の前日に1歳加算されます。
このため、18歳の誕生日の前日に申請する方は、10年用旅券の申請もできます。また、12歳の誕生日の前日に申請する方は、申請
手数料の額が6,000円ではなく11,000円となります。

■年齢

親権者(父又は母)又は後見人が、申請書の裏面の｢法定代理人署名｣欄に署名してください。代筆では受付できません。後見人の氏名
等が戸籍で確認できないときは、後見登記に関する登記事項証明書を提示いただきます。
なお、親権者又は後見人が国外又は県外の遠隔地にいるために法定代理人の署名ができない場合は、親権者又は後見人が作成した
｢旅券申請同意書｣(用紙は窓口にあります)と郵送された封筒が必要となりますので、窓口にご相談ください。

旅券の申請は、一定の条件の下に、代理の方が提出できます。
(有効旅券を紛失・焼失した方、居所申請の方、一時帰国者、旅券が損傷している方、｢刑罰等関係｣欄に該当する方等は、直
接ご本人に事情をお尋ねする必要があるので、代理での提出ができません。)
代理提出の場合、事前に申請書を入手し、申請者本人及び引受人本人に所定の事項を記入していただくことが必要です。次
のことに注意してください。
(1) 申請書表面の｢所持人自署｣欄及び｢刑罰等関係｣欄は申請者本人が記入してください。
(2) 申請書裏面の｢申請書類等提出委任申出書｣の様式部分に、必ず申請者本人が｢申請者記入｣欄に引受人の氏名、住所、関係
     を記入してください。また、引受人(代理提出者)は｢引受人記入｣欄に連絡先電話番号、生年月日を記入してください。
(3) 提出の際には、申請者本人を確認できる書類に加えて、引受人(代理提出者)本人を確認できる書類が上記｢申請者本人を
     確認できる書類｣の中から、1つ必要となりますので、お持ちください。



土浦市大和町9‐1

結城市中央町2‐3

つくば市研究学園1‐1‐1

総合窓口課

市民窓口課 稲敷市犬塚1570-1

高萩市本町1‐100‐1

筑西市丙360

古河庁舎市民総合窓口室

市民課

市民窓口課

戸籍住民課

辻

久慈郡大子町大字北田気662

市民課（令和5年5月から） 下妻市本城町3‐13（令和5年5月から）

※申請受付・交付(受領)時間、取扱い窓口については上記にお問い合わせください。

茨城県旅券室ホームページ

外務省 パスポートPassport A to Z 

外務省 海外安全ホームページ

外務省 パスポート申請用写真の規格

外務省 旅券用提出写真についてのお知らせ

https://www.pref.ibaraki.jp/bugai/kokusai/tabunka/pass/passport.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/index.html
https://www.anzen.mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/ic_photo.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100171389.pdf

【取り扱う申請】

【受付時間】

　緊急発給(海外で親族が病気事故で死亡、緊急入院等の理由による渡航の場合)など
　での申請・交付のみを取扱います。
　事実確認の書類が必要ですので、該当の場合には、必ず事前にご連絡ください。

月曜日～金曜日 午前９：００～午後４：４５
＊土・日曜日、祝・休日及び年末年始 (12/29～1/3) は休みです。

緊急発給などの申請・交付の窓口


